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林野庁

北海道森林管理局
〒064-8537 北海道札幌市中央区宮の森3-7-70
TEL 011-622-5232（総務課）
http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/

東北森林管理局
〒010-8550 秋田県秋田市中通5-9-16
TEL 018-836-2014（総務課）
http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/

関東森林管理局
〒371-8508 群馬県前橋市岩神町4-16-25
TEL 027-210-1156(総務課)
http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/

中部森林管理局
〒380-8575 長野県長野市大字栗田715-5
TEL 026-236-2525(総務課)
http://www.rinya.maff.go.jp/chubu/

近畿中国森林管理局
〒530-0042 大阪府大阪市北区天満橋1-8-75
TEL 06-6881-3420（総務課）
http://www.rinya.maff.go.jp/kinki/

四国森林管理局
〒780-8528 高知県高知市丸ノ内1-3-30
TEL 088-821-2010（総務課）
http://www.rinya.maff.go.jp/shikoku/

九州森林管理局
〒860-0081 熊本県熊本市西区京町本丁2-7
TEL 096-328-3500（総務課）
http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/

森林技術総合研修所
〒193-8570 東京都八王子市廿里町1833-94
TEL 042-661-7121（総務課）
http://www.rinya.maff.go.jp/j/kensyuu/kensyuuu_zyo.html

〒100-8952 東京都千代田区霞が関1-2-1 TEL 03-3502-8111(代)
林政部林政課:内線6005 国有林野部管理課:内線6256
http://www.rinya.maff.go.jp/
〔交 通〕 地下鉄霞ヶ関駅（丸ノ内線、日比谷線、 千代田線）下車　農林水産省7F

国民の森林・国有林
採用情報はこちら

採用予定試験区分とよくある質問の回答です。
試験情報の詳細は人事院HPをご確認ください。

採用FAQ

採用予定試験区分

総合職と一般職の違いは何ですか？Q1.
総合職は本庁などで政策の企画・立案を行う機会が多いのに対し、一般
職は森林・林業の現場で働く機会が多いです。人事交流は盛んに行われ
ており、総合職・一般職ともに様々な経験を積むチャンスがあります。

森林・林業の知識がなくても大丈夫ですか？Q2.
入庁前に知識がなくても大丈夫です。研修制度が整っており、入庁してか
ら学ぶことができます。また、日々の業務を通じ、知識や技術を習得できま
す。実際に、森林・林業になじみのなかった方も各地で活躍しています。

現場（森林）へ行くために体力が必要ですか？Q3.
ある程度の体力は必要ですが、日々の業務の中で次第に慣れ、問題な
く仕事ができるようになります。入庁前までに山に入ったことがなかっ
た方も、森林官など現場の第一線で活躍しています。

行政や事務区分で入庁しても現場で働けますか？Q4.

A A

A A 試験区分による仕事内容の違いはありません。どの試験区分で採用さ
れても、現場に行く機会があり、様々な分野の業務を経験しながら、
キャリアアップしていきます。

総合職（院卒者・大卒程度） 一般職（大卒程度） 一般職（高卒者）

森林・自然環境 林学、土木、建築、行政 林業、農業土木、事務

採用情報
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日本は国土の約７割が森林です。森林には、国土の保全、水源のかん養、
地球温暖化の防止、木材の生産といった多面的な機能があります。
林野庁は、将来にわたって健全な森林を維持し、森林の多面的機能を発揮させるため、
森林の適切な整備・保全にかかわる様々な課題に取り組んでいます。

いま、戦後植えられた人工林が育ち、
豊富な森林資源を「伐って、使って、植えて、育てる」という循環利用を通じ、
次の世代に向けた持続可能な森林づくりを進める時にあります。
しかしながら、森林所有者の林業経営への関心が薄れ、適切に管理されていない森林もあります。
林業経営を活性化するためには、生産性の向上や木材需要の拡大に向けた取組が不可欠です。

同時に、森林は生物多様性の保全や山地災害を防止するために重要な役割を果たします。
奥地の急峻な山脈や水源地域をはじめ、国土に広く分布する国有林では、
木材の生産による地域への貢献だけでなく、公益性の発揮を目指した管理経営が一層重要です。

さらに、山村の振興や鳥獣害対策にいたるまで、
森林にかかわる仕事は幅広く、そのフィールドは全国に広がっています。

私たちとともに森林と人の未来を創っていきませんか。

MESSAGE

わたしたちの仕事は、未来への贈り物。
2
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森林・林業政策の企画・立案
林野庁本庁では日本の全ての森林と林業・木材産業に関する政策の企画・立案を行っています。

林業の成長産業化、森林整備、山地災害対策、山村振興、生物多様性保全、地球温暖化対策など、

ローカルからグローバルまで、幅広い課題に取り組んでいます。

国有林野の管理経営
日本の森林の約３割は国有林であり、国土の保全、水源かん養等の公益的な機能を有しています。

全国７つの森林管理局では、各地方の国有林野の管理経営をとりまとめています。

森林管理局のもと、森林管理署等では、国有林野の管理経営に関わる各種事業を行っています。

林野庁の仕事
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森林技術総合研修所林野庁

木材利用推進

林業の担い手育成 災害対策

ICT技術を活用した林業の普及

森林環境教育

生物多様性の保全

国産材輸出拡大 国際協力

鳥獣害対策

林野庁の全ての施策に関して、予算や
制度のとりまとめを担っています。林業
の成長産業化に必要な森林資源の循
環利用の確立を目指し、木材の利用促
進やサプライチェーン構築に取り組んで
います。木材の輸出や合法伐採木材の
利用促進、林業の担い手の育成に向け
た経営体の支援なども実施しています。

森林所有者や自治体などが所有する民有
林について、国土保全や水源かん養などの
多面的機能が発揮されるよう、森林整備
の適切な実施に向けた各種施策を進めて
います。鳥獣被害対策、治山事業による災
害防止・復旧や、デジタル技術の活用によ
るイノベーション、森林吸収源対策や国際
協力も担当しています。

国土の約２割を占め、国土保全、水源か
ん養、生物多様性の保全や林産物の安
定供給に欠かせない国有林野の管理
経営を担当しています。国有林の森林
計画の作成、造林、間伐、治山などの各
種事業の企画・調整を行っています。ま
た、生物多様性の保全と国有林の適切
な利用を両立させるための各種施策を
推進しています。

林野庁の組織01 INTRODUCTION

● 総務グループ
● 業務グループ
● 治山グループ

● 管　理　課

● 経営企画課

● 業　務　課

● 計　画　課

● 森林利用課

● 整　備　課

● 治　山　課

● 研究指導課

● 林　政　課

● 企　画　課

● 経　営　課

● 木材産業課

● 木材利用課

中部森林管理局
くらがり渓谷（愛知県）

近畿中国森林管理局
嵐山（京都府）

東北森林管理局
熔岩流と岩手山（岩手県）

関東森林管理局
野反湖（群馬県）
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林 政 部 森林整備部

● 総務課、企画調整課、経理課

▼職員紹介P11-12

▼職員紹介P9-10

▼職員紹介P7-8

▼職員紹介P5-6

● 計画課、保全課、治山課

● 森林整備課、資源活用課、技術普及課

● 森林生態系保全センター等

国有林野部 森林管理局

森林管理署・支署

森林事務所

総務企画部

計画保全部

森林整備部

各種センター

国有林
管理局界

琉球諸島

小笠原諸島

南西諸島

森林技術総合研修所
本庁

林野庁本庁

四国森林管理局
石鎚山（愛媛県）

九州森林管理局
加江田渓谷（宮崎県）

北海道森林管理局
ポロト湖畔（北海道）



人と自然にやさしい木の社会を目指して 森林づくりから、脱炭素社会の実現へ
仕事の内容とやりがい

印象に残った出来事

林野庁を目指す方へメッセージ

仕事の内容とやりがい

職場の雰囲気

印象に残った出来事

氏橋 亮介

H21.4
H21.4
H22.4
H22.8
H23.10
H25.7
H27.10
H28.4
H30.5
R3.4

入庁（総合職、農学III）
林野庁森林整備部計画課企画班　企画係
九州森林管理局森林整備部指導普及課　保護林係
九州森林管理局宮崎森林管理署　森林官（屋敷担当区）
九州森林管理局企画調整室　企画調整係長
農林水産省大臣官房政策課　計画係長
林野庁国有林野部経営企画課　係長（法案検討室）
国際連合経済社会局 国連森林フォーラム事務局　準専門家
林野庁森林整備部計画課海外林業協力室　海外植林指導官
林野庁林政部木材利用課　課長補佐（合法伐採木材利用普及指導）

Ujihashi Ryosuke

9:00

10:00
12:00
13:00
14:00
15:00
16:00
17:00
19:00
20:00

出勤、始業前にお気に入りのお茶を一杯、
メール、スケジュールチェック
新規予算要求に向けた資料作成
休憩
作成した資料の検討、上司との相談
クリーンウッド法に関する外部からの問合せへの対応
事業の進め方について班内で打合せ
事業の委託先との打合せ
翌日に向けた資料等の準備
メール、スケジュールチェック、情報誌等の確認
業務終了

9:00
9:30
10:00
12:00
13:00
14:00
17:30
19:00

出勤、メール確認
班内ミーティング
会議資料の作成
休憩（庁舎の外に出てランチ）
関係団体との打合せ
募集要領やチラシの作成
上司へ相談（資料の確認など）
業務終了

　木材利用課は、建築物や身の回りの製品における木材利用の促進、木質
バイオマス発電、木材の輸出入など、担当分野は非常に多岐にわたります。
　その中で私は、木材の合法性に関する業務を担当しています。木材を使
うことは、二酸化炭素の固定や森林の持続的なサイクルを保つ上で重要な
ことですが、違法に伐採された木材が流通してしまうと、自然環境の破壊、
公正な木材取引の阻害などの悪影響が生じてしまうため、生産国の法令に
適合して伐採された木材利用の促進が重要です。
　事業者との意見交換や海外の関連制度の調査を通じて少しずつ制度の
浸透や改善を図る過程は、知らないことの連続ですが、その分実現していく
ときの達成感は大きいです。（そして、大抵は次の壁に当たります。）

　２,３年での異動が多く、特に入庁後しばらくは制度を理解したと思ったら
異動の繰り返しで、それをもどかしく感じることもありましたが、最近は、異動
しても過去の担当業務とのつながりを感じることが多くなってきました。
　例えば、国連森林フォーラムという会議では、国連事務局と日本政府、両
方の立場での参加を経験し、国際的な合意形成過程を双方の視点から見る
ことができました。また、同会議における国際的な戦略目標の検討が、今の部
署で違法伐採対策や木材の合法性を考える上で良い土台となっています。

政策Keyword
合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律
（クリーンウッド法）
　同法は、我が国又は原産国の法令に適合して伐採された樹木を材料とする木材・その製品（合法伐採木材等）
の流通及び利用を促進することを目的として、対象となる木材等や木材関連事業者の範囲、登録制度等を定める
とともに、木材関連事業者や国が取り組むべき措置について定めています。違法伐採木材の流通を取り締まるの
ではなく、合法性の確認等を促すことにより、合法伐採木材等の流通及び利用を促進するものです。
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林野庁林政部木材利用課 
課長補佐（合法伐採木材利用普及指導）

本庁では、日本全体の森林・林業の未来を考え、政策の企画・立案を行っています。

古賀 有紀

H22.4
H22.4
H23.4
H25.4
H26.4
H28.4
H29.4
H30.10
R1.10
R3.7

入庁（一般職、林学）
中部森林管理局南信森林管理署諏訪南森林事務所　係員
中部森林管理局南信森林管理署業務第一課　森林ふれあい係長
中部森林管理局木曽森林管理署南木曽支署　事務管理官（管理担当）
中部森林管理局富山森林管理署　森林官（神通担当区）
食料産業局企画課企画第２班　災害業務係長
食料産業局企画課総務班　総括係長
林野庁森林整備部森林利用課森林環境保全班　花粉発生源対策係長
林野庁林政部　企画課付（森林・林業基本計画検討室）
林野庁林政部企画課企画第１班　企画第１係長

Koga Yuki

　企画課では、林業に関する政策や支援策（金融、税制など）の企画立案
等や、施策の効果等を評価し、発信（政策評価、統計、白書など）することを
担当しており、林野庁の政策について幅広く学び日々業務に取り組んでい
ます。その中で、私は政策の企画立案を主に担当しており、2022年には、森
林づくりを通じて脱炭素社会の実現に貢献する企業等の活動を表彰する
「森林×脱炭素チャレンジ」という新たな顕彰制度を立ち上げ、事務局とし
て募集から審査、表彰に至る企画立案、運営に携わっています。この取組を
通じて、一見すると森林と関わりの少ない企業や都市部の自治体等が、森
林や山村と関わるきっかけを広げていきたいと考えています。

　「森林×脱炭素チャレンジ」の第１回となる表彰式の実施に当たっては、省
内の先行事例なども参考にしながら、課内の仲間にも助けられつつ、受賞者
の取組をまとめたレポートや受賞者の紹介動画の制作、会場の設営、会の進
行など全て職員の手で行いました。当日は受賞企業等の代表者をはじめ多く
の方が出席される表彰式となったため、最後まで細部に目を配らなければな
りませんでしたが、出席者から良い表彰式だったとお褒めの言葉をいただき、
自分にとっても業務遂行力を向上させる良い経験になったと思います。

　班ごとに異なる業務内容を担当していますが、ここぞというときには協力
し合う組織風土があり、気軽に相談できる職場環境ですし、役職を問わず
自分の意見を言う機会も多くあり、モチベーションの向上につながっている
と思います。また、有給休暇の取得促進などワークライフバランスを重視す
る雰囲気も年々高まっていると感じています。

政策Keyword
森林×脱炭素チャレンジ
　企業や団体等が支援をして行う森林整備の取組は、森林による二酸化炭素吸収量の確保・強化に貢献し、
2050年カーボンニュートラルの実現にも資するものです。林野庁では、新たな顕彰制度「森林×脱炭素チャレン
ジ」を創設し、企業等が支援をして行った森林整備について募集し、応募いただいた皆様を「グリーンパートナー」
として公表するとともに、特に優れた取組には農林水産大臣賞等を授与することで、更に多くの企業等に森林づ
くりにご協力いただくことを目指しています。

林野庁林政部企画課
企画第１班企画第１係長

木材利用課のメンバーでの打合せ。お互いに進捗
を確認しながら業務を進めます。

事務局として担当した国連森林フォーラム
第12回会合（UNFF12）の会場の様子。

打合せ風景。無線LAN＆タッチパネル搭載のノート
PCを活用し、スマートに資料を説明中。

「森林×脱炭素チャレンジ」の受賞者名が刻印
された木製パネル前にて。

林野庁本庁02 WORK

ある日のスケジュール ある日のスケジュール
　私自身が官庁訪問した際に、「林野庁は、利用と保護のバランスを考える
だけでなく、森林、林業、木材産業それぞれの現場でいかに実践していくか
が醍醐味」と聞いて関心を持ちました。山から街に至る各段階で人々の関
心、考え方は様々で、それぞれの状況を理解するだけでも大変ですが、それ
らをつなげていくというのはとてもやりがいのある仕事だと思います。



豊かな森林を守り、未来へ伝える新技術を活用し、森林を測る

8:00
9:00
10:00
12:00
13:00
15:00
16:45

出勤、メール確認
課内ミーティング
予算関係の資料作成
休憩
各署の経費の使用状況整理
報告資料の作成
勤務終了

07 08

森林管理局 森林生態系保全センター
全国７つの森林管理局では、各地方の国有林野の管理経営をとりまとめています。 各種センターでは、技術開発や希少野生動植物の保護管理といった専門業務を行っています。

　センターでは知床世界自然遺産の管理に関わる業務を行っています。その
中で私はエゾシカの捕獲事業と植生状況の調査事業を担当しています。事業
の実施にあたっては委託先の事業者だけでなく、森林管理署や地元役場と実
施場所の調整をしたり、希少猛禽類に配慮するため専門家と連絡を取り合っ
たりと、たくさんの人との連絡、調整が必要です。
　担当する事業のほかに、地元高校への出前授業や大学生の実習、ハイマ
ツの結実状況調査や自動撮影カメラを用いた野生生物の動向調査も行っ
ています。知床では本当にたくさんの関係機関が皆で協力しながら管理を
行っています。その一端を担っている実感があるセンターの仕事に大変や
りがいを感じています。

　担当するエゾシカの捕獲事業と植生状況の調査事業では、当初は設計
積算（事業の設計を考え予算を算出すること）も何もかも初めての経験で
した。世界遺産の保全に関わるため、有識者会議での議論の経過や過去の
事業結果を踏まえた事業の設計をしなければならず、議事録や事業報告
書を何度も読み返しました。会議の場で多くの関係者を前に事業結果を報
告したときは緊張しましたが、非常に責任のある仕事であることを改めて
実感しました。

羅臼高等学校で行った知床の森林に関する授業の様子。 知床のエゾシカ管理に関する有識者会議の様子。レーザー計測機の説明会の様子。森林管理署の職員が参加し
ました。

　センターに所属するメンバーは皆優しく真面目で、気軽に話をできる雰囲
気があります。所属する人数は５人と少なく各々が多岐にわたる業務を抱え
ていますが、困ったときは皆で協力しながら業務を進めています。ワークライ
フバランスをとても大切にしていて、有給休暇を取りやすい雰囲気です。誰か
が休暇を取っていても他のメンバーが引き継いでおくなどして、業務が滞ら
ないように皆で工夫しながら進めています。

井上 祥吾

H24.4
H24.4
H26.4
H27.4
H28.4
H29.4
H30.4
H31.4
R1.11
R2.11
R3.4

入庁（一般職、土木）
関東森林管理局中越森林管理署業務課　土木係
関東森林管理局日光森林管理署　一般職員（治山担当）
関東森林管理局日光森林管理署足尾治山事業所
関東森林管理局日光森林管理署　一般職員（治山担当）
関東森林管理局日光森林管理署足尾治山事業所
関東森林管理局日光森林管理署　治山技術官（足尾治山事業所）
育児休業
関東森林管理局森林整備部資源活用課　収穫係長
育児休業
職務復帰

Inoue Syogo

　私の仕事は、関東森林管理局内の森林管理署において、国有林から木
材を搬出し、販売するための調査（収穫調査）の指導、調整を担当してい
ます。
　収穫調査では立木の直径、樹高などを計測します。従来は人の手で一本
一本計測していましたが、最近ではドローンやレーザ－計測機などを活用
できないかといった取組をすすめています。今までにない取組ですので、難
しい部分もありますが、その分やりがいも大きい仕事だと思っています。

　林野庁は全国各地に出先機関があり、デスクワークから現場作業まで
多岐にわたります。また、担当する仕事も数年周期で変わり、様々な経験を
することができるので、常に成長を感じながら仕事をすることができます。
林野庁でしか経験できない仕事も多いと思っていますので、そういったこと
に魅力を感じる方にはおすすめの職場だと思います。

　過去に所属した部署を含め、仕事やプライベートの相談がしやすい雰
囲気があり、困ったら誰かに相談する習慣がつきました。逆に、自分自身
も相談を受けた場合はできる限りフォローできるように心がけています。
プライベートでも子供２人の育児休業を半年ずつ取得しましたが、長期
の休業にもかかわらず快く送り出していただきとても助かりました。

関東森林管理局
森林整備部資源活用課収穫係長

レーザー計測結果。森林の情報が点群データとして確認でき、
直径や樹高を測ることができます。

02 WORK 02 WORK

仕事の内容とやりがい

職場の雰囲気

林野庁を目指す方へメッセージ

仕事の内容とやりがい

職場の雰囲気

印象に残った出来事

ある日のスケジュール
8:30
8:50
9:30
12:00
13:00
15:30
16:30
17:15

出勤、メール確認
センター内ミーティング
世界遺産有識者会議資料の作成
休憩
野生生物自動撮影カメラ調査現場の確認
発注予定のエゾシカ捕獲事業の設計・積算
地元大学生の実習受け入れの準備
業務終了

片山 洸彰

H28.4
H28.4
H29.4
H30.4
R1.5
R2.4
R3.4

入庁（一般職、林学）
北海道森林管理局十勝西部森林管理署　資源活用係
北海道森林管理局十勝西部森林管理署大樹森林事務所　係員
北海道森林管理局十勝西部森林管理署八千代森林事務所　係員
北海道森林管理局十勝西部森林管理署芽室森林事務所　係員
北海道森林管理局計画保全部知床森林生態系保全センター　係員
北海道森林管理局計画保全部知床森林生態系保全センター　専門官

Katayama Kousyo

北海道森林管理局
計画保全部知床森林生態系保全センター

ある日のスケジュール



8:30
9:00
9:30
12:00
13:00
14:00
15:00
16:00

17:15

出勤、メール確認
各担当者と貸付要望に対する課題を打合せ
貸付地の現地確認
休憩
電話やメールの問合せ対応
土地の使用許可申請に関する資料作成
国有林野の貸付要望者と打合せ
打合せ記録を作成し、
関係担当者へメールで共有
業務終了

宮腰 有紀

H30.4
H30.4
R2.4
R3.4

R4.4

入庁（一般職、林学）
東北森林管理局青森森林管理署　一般職員（経営・森林ふれあい担当）
東北森林管理局青森森林管理署　一般職員（広瀬後潟森林事務所）
東北森林管理局青森森林管理署　
森林整備官（経営担当（広瀬後潟森林事務所付））
東北森林管理局宮城北部森林管理署　事務管理官（管理担当）

Miyakoshi Yuki

東北森林管理局
宮城北部森林管理署事務管理官（管理担当）

ある日のスケジュール

8:15
8:30
11:00
12:00
13:00

16:30
17:15

出勤、メール確認
治山工事現場へ出発
治山工事監督業務（山腹工の出来形確認）
休憩
治山工事監督業務
（午前に引き続き山腹工の出来形確認）
署に帰着（片付け、資料整理）
業務終了

向山 剛

H21.4
H21.4
H24.4
H26.4
H29.4
H30.4
R3.4

入庁（一般職、林学）
中部森林管理局富山森林管理署神通森林事務所　係員
中部森林管理局富山森林管理署治山課　治山第一係
中部森林管理局南信森林管理署治山グループ　一般職員
中部森林管理局中信森林管理署姫川治山事業所　一般職員
中部森林管理局中信森林管理署姫川治山事業所　治山技術官
中部森林管理局中信森林管理署治山グループ　主任治山技術官

Mukaiyama Tsuyoshi

中部森林管理局
中信森林管理署治山グループ主任治山技術官

ある日のスケジュール

国民の森林を守り、活かす 森林の機能を発揮させ、くらしを守る

09 10

森林管理署・支署
森林管理署等では、複数の市町村にまたがる区域の国有林野の管理経営に関わる各種事業を行っています。

国有林内貸付地の現地確認の際に撮影した世界谷地湿原の
様子（宮城県栗原市）。

現場で使用するドローンの機材一式。

　管理担当は、国有林内に入りたい方へ手続きのご案内や、国有林野の土
地を利用したい、といった要望に対して、法令に基づき貸付契約を結ぶことな
どが主な業務内容です。地元の方や事業者、行政機関といった様々な外部者
との打合せ機会が多く、責任を持って取り組んでいます。国有林野の利用目
的は、農業用水路や道路、登山施設、スキー場、さらには温泉源など多岐に
渡っており、国有林が地域と密接に関わっていることを再確認しています。事
務方の仕事と思われやすいですが、意外と貸付地の確認のために現場に出る
ことも多く、前任時に身につけた山歩きやドローンの経験がしっかり生きてい
ます。

　初めて管理業務を担当してすぐは、年度初めなこともあり問合せが多く、
息をつく間もなく過ごして大変でした。分からないことばかりでしたので、と
にかくよく確認、相談して必死に覚えていましたが、段々慣れてきて効率を
考えられるようになってきました。外部対応に苦慮することもありますが、各
担当者や上司、同僚に相談して一緒に対応することで解決策を導き出すこ
とを学んでいる最中です。

　森林が主な現場なので未経験なことばかりでしたが、ベテラン職員から
木の成長具合の見方や地図・道具の使い方など、山での所作をよく教わっ
ています。反対に、ドローンやタブレットなど新たな技術を積極的に活用す
る人も多く、どちらの技術も駆使する職員になれる環境だと思います。また、
転勤で大変な部分もありますが、だからこそ互いの境遇を思いやり、協力し
て業務を進める雰囲気があると感じています。

治山工事の現場において、受注業者と合同で現場計測を実施し
ている様子。

担当として工事発注・工事監督に関わった治山施設。

　私は治山技術官として、治山事業を担当しています。
　治山事業は荒れた渓流に治山ダムの設置や崩れた山の斜面で山腹工を
行い、森林に戻す仕事です。
　自然相手なので、その場所ごとに適した治山施設の設置を計画し工事を
行わなければなりません。工事が終わればすぐに森林になる訳ではないの
で長期的に見守る必要もあります。
　自分が設計した構造物が完成した時や数年後経過し、徐々に森林に戻っ
ている姿を見ると達成感を感じます。

　治山担当として初めて関わった治山ダムの工事です。工事を発注するた
めの設計積算では図面の見方から資材数量の出し方にも悩みました。施工
時は工事監督として現場代理人と打合せもあるため、専門用語や工事の進
め方についても勉強しました。上司・先輩のフォローのおかげで無事に完成
した時は、大きな達成感を得ることができました。

　世代や立場が違っても、相談しやすく職場全体が活気に溢れています。
　有給休暇なども取得しやすい職場環境にあるので、ＧＷや年末年始など
と組み合わせて連続して休暇を取得することで、しっかりと心身のリフレッ
シュをすることもできます。

02 WORK

仕事の内容とやりがい

職場の雰囲気

印象に残った出来事

仕事の内容とやりがい

職場の雰囲気

印象に残った出来事



国有林の最前線

11 12

8:30
9:00
11:00
12:00
13:00
15:30
17:15

出勤、メール確認
貸付箇所確認、巡視
貸付書類作成
休憩
造林事業監督
監督日誌作成、森林教室の準備
業務終了

長谷部 文香

H26.4
H26.4

H28.4

H31.4
R3.4

入庁（一般職、林学）
北海道森林管理局胆振東部森林管理署業務グループ　
一般職員
北海道森林管理局知床森林生態系保全センター　
一般職員
北海道森林管理局森林整備部技術普及課　緑の普及係
北海道森林管理局宗谷森林管理署　森林官（利尻担当区）

Hasebe Ayaka

北海道森林管理局
宗谷森林管理署森林官（利尻担当区）

ある日のスケジュール 8:15
9:00
11:00
12:00
13:00
15:00
16:30
16:45
17:00

出勤、メール確認
保育間伐請負事業の現場監督
国有林境界における支障木確認
休憩
林道巡視
造林地でのシカ被害調査
帰所、メール確認
監督日誌等作成
業務終了

梶原 勝

R2.4
R2.4
R3.4
R4.4

入庁（総合職、森林・自然環境）
林野庁森林整備部研究指導課　計画指導係
九州森林管理局計画保全部計画課　生態系保全係
九州森林管理局屋久島森林管理署　
森林官補（小瀬田担当区）

Kajihara Masaru

九州森林管理局
屋久島森林管理署宮之浦森林事務所森林官補（小瀬田担当区）

ある日のスケジュール

利尻島の国有林で地林況調査（森林の生育状況等の調査）
をしている時の様子

　仕事内容を一言で表すと、「利尻島の国有林の管理」です。利尻島は面積の約７
割が国有林であり、最北の日本百名山利尻山がそびえ、地域の方も観光客も多く
入林します。そのため、日頃の巡視に加えて町役場職員等と一緒に歩道の整備を
行うこともあります。また、山から市街地や海までが近いため、国有林で土砂崩れ
等が発生すると住宅や漁業に被害が出てしまいかねません。降雨後は速やかに巡
視を行います。
　このように、「地域の役に立っている」と実感できるところが、森林官のやりがい
だと感じています。この他にも、間伐等の事業の監督、森林の状況調査など、国有
林の現場に関する全ての仕事を行います。

　「新しく歩道を作りたい」「森林教室の講師をしてほしい」「ここの林道を直して
くれないか」など地域の方から要望をいただき、実現に向けて取り組んだことは、
地域に貢献できたように感じて嬉しく印象に残っています。
　また、冬は毎日のようにゾンメルスキー（※）で森林調査をし、ある日、滅多に姿
を現さない厳冬期の利尻山山頂がほんの数十分間見えた時、とても美しくて感
動しました。（※スキー板の裏にアザラシの毛を貼った、歩くことに特化したス
キー）

　利尻島で勤務している職員は自分を含めて２名で、時期によって非常勤の職
員１名が勤務しています。森林官は自分一人なため、仕事について分からないこ
と等があった場合は、電話やメールで森林管理署に確認しています。最初は島に
一人の森林官で不安もありましたが、優しい職員ばかりですので、一人で抱え込
まずに相談すれば大丈夫だと思えるようになりました。

地上型３Dレーザーによる巨樹・著名木調査の様子

白谷雲水峡で有名な宮之浦嶽国有林の林内

　森林官は国有林という広大なフィールドで活躍する現場に最も近い職員で
す。日頃から国有林内の管理はもとより、民有地との境界の確認なども行いま
す。それゆえ、地域住民との距離が近く、国有林に関する地域の相談窓口とし
ての大切な役割があります。
　私がいるのは世界自然遺産として有名な屋久島ですが、島の面積の約７
６％を国有林が占めています。屋久島は年間を通して多雨な気候であるため、
森林のもつ雨水を蓄える機能や土砂の流出を防ぐ機能などを十分に発揮させ
ることが重要です。そのため、島の大部分を占める国有林を適切に整備・保全
していく必要があります。現場においてその一端を担っていることに大きなやり
がいを感じます。

　国有林があるところには林野庁の仕事があります。森林大国である日本には
至るところに国有林が広がっているので、様々な地方で働く機会があるかもしれ
ません。その土地の地形や気候などを考慮しながら適した森林施業を考え、実
行していくことができるのが、林野庁の仕事の魅力だと思います。異動する度に
植生や生態系にも変化があり、きっと好奇心が尽きることはありません。私たち
と一緒に未来の森林を育てていきましょう！

　広い国有林において森林官１人では行えない業務もあります。そのようなとき
には、他の森林事務所や森林管理署に協力をお願いするのですが、森林や自然
が大好きな職員が多く、みなさん快く引き受けてくれるので非常に助かっていま
す。一緒に業務を行うなかで、業務の進め方だけでなく、屋久島の国有林の特徴
や林業の歴史に加え、地形、地質、気候、植生、生態系などについても教えてもら
えるので、とても勉強になります。

仕事の内容とやりがい

職場の雰囲気

印象に残った出来事

仕事の内容とやりがい

職場の雰囲気

林野庁を目指す方へメッセージ

関係者の方 と々合同で歩道整備を実施している様子。

森林官とは、管轄区域の森林の専門家であり、国有林の管理に関わる様々な業務に携わっています。　森林事務所
森林事務所では、国有林の最前線で森林官が現場を歩き、地域にふさわしい森林の管理経営に取り組んでいます。

02 WORK



林野庁の魅力は？
　配属された署は、OJTに力を
入れており、業務遂行に必要
な知識や技術を幅広く取得す
ることに役だっています。新規
採用者だけに限らず、採用２年
目以降も多くを学ぶことができ
る環境が整っています。

入庁の決め手は？
　採用区分にとらわれず、
デスクワークも森林内での
業務も経験できることが、
自然が大好きな私にとって
非常に魅力に感じ、入庁の
決め手となりました。
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入庁後は２～３年程度のサイクルで異動し、
様々な業務を経験しながらキャリアアップしていきます。

他機関への出向

地方公共団体
県庁、市町村

他省庁
環境省等

在外公館
国際機関

大使館、領事館、
FAO、JICA等

民間企業

出向中の職員の声

林野庁

入庁・係員級

本庁・森林管理局
研修制度

新規採用研修 国家公務員としての自覚と意識を醸成し、
必要な実務の基礎的知識を習得する。

基礎研修 森林・林業に関する基礎的な知識を習得する。

職場内研修（OJT） 毎年度個人毎に計画を立て、基礎研修等で習得した知識を
各職場の日常業務を通じて実践し、知識と技術を定着させる。

業務研修 各職務に応じた実践的な知識、技術、技能等を習得する。

森林官養成科研修 森林官の業務を円滑に遂行するために
必要な知識と技術を習得する。

計画的養成研修 役職段階に応じた資質の向上や
企画立案・行政執行能力、問題解決能力等を習得する。

体系的かつ実効性のある様々な研修を実施しています。
入庁前に森林・林業の知識がない方でも、働きながらスキルを高めることができます。

係長級

課長補佐級

幹部級

令和4年度の新規採用職員に聞いてみました。

職員のワークライフバランスの実現のため、産前産後休暇、育児休業、フレックスタイムといった
制度があります。また、それらの制度を積極的に活用できる職場環境が整っています。

　福島県の南会津町で、町有林の造林・整備や森林経営計画策定及び森林経営
管理制度の推進など、町内の森林・林業に広く携わっています。日頃から地域住民
の方から問合せや相談も多くあります。令和４年４月には、林野庁の林業成長産業
化地域創出モデル事業を活用し、森林・林業の拠点として「きとね」（写真の施設）が
整備されました。町内外から森林林業における地域振興への期待が一層高まって
きていることを感じています。そんな南会津町で、私も森林・林業を通して地域振興
に貢献できるよう、日々、業務に励んでいます。

　経済分野（林業及び水産業）を担当する外交官として、日本とインドネシアの良好
な関係の維持・強化のため、インドネシア政府との協議や政府間経済協力の推進、
日系企業の活動支援が主な業務です。そのために、政府や国際機関、他国の大使
館、民間企業等の様々な人と会い、関係を構築しながら、政策や情勢、他国の動向
に関する情報収集を日々行っています。また、総理や閣僚をはじめとする日本からの
来訪者が任務を円滑に遂行できるよう、インドネシア政府との調整や滞在支援を行
うことも大使館としての重要な業務の一つです。

　２年３か月ほど産前産後休暇と育児休業を取得し、息子の成長を一番近くで見られる貴重な時
間を過ごすことができました。復職後は１時間の育児時間とテレワークを活用し、限られた時間で
効率的に業務を進めるよう心掛けています。復職前は仕事と育児の両立に不安もありましたが、職
場の上司や同僚の理解もいただき、今は仕事も育児も楽しみながら毎日過ごすことができています。

中村 友紀
林野庁国有林野部経営企画課業務革新班 企画係長
採用年／平成26年
採用試験種・試験区分／総合職、森林・自然環境

ワークライフバランスについて

　短時間勤務やフレックスタイム制をはじめとする様々な制度が整っており、テレワークも普及し
ています。将来の働き方に不安もあるかもしれませんが、その時々の状況に合わせた多様な働き
方ができる職場だと思います。

国家公務員をめざす学生へのメッセージ

インフォメーション03 INFORMATION

キャリアパス・研修制度

ワークライフバランス

新規採用職員の声

本間 伸一郎
南会津町役場農林課 主査
採用年／平成29年
採用試験種・試験区分／
一般職、林学

長谷川 学
在インドネシア日本国大使館
二等書記官
採用年／平成22年
採用試験種・試験区分／
総合職、農学Ⅲ

入庁前と入庁後の
ギャップはありましたか？

　庁内に木材がたくさん使われていることに
驚きました。田舎の出身なので都会生活に不
安がありましたが、庁舎の隣の日比谷公園は
緑がいっぱいで穏やかに過ごすことができる
ので、お昼休みは外に出てお散歩しています。

入庁前と入庁後の
ギャップはありましたか？
　担当業務以外の様 な々現場
に行く機会があることに驚きま
した。様 な々業務を知る良い経
験となりました。

林野庁の魅力は？
　現場を多く経験できることです。本庁にいて
も、出張などで現場を見に行く機会をいただ
けます。また、様々な地方の経験者が集まって
いるので地域ならではのお話をたくさん聞くこ
とができ、とても勉強になります。

入庁前と入庁後の
ギャップはありましたか？

　補助事業の委員会や都道府県ブロック
会議への参加、木造建築物の視察など
様 な々機会を頂けて、想像以上にルーティ
ンワークが少なく、様々な業務に携わるこ
とのできる職場だと感じました。

入庁の決め手は？
　木材が好きで、日本の木材利用を拡大
したいという思いがあり、林野庁ならば、政
策を通して林業・木材産業の振興に携わ
ることができると考え、入庁を決めました。

林野庁の魅力は？
　日本の未来の森林を描きながら
働くことはとても意義、やりがいの
ある仕事です。自然の中で働くこと
は様々な経験も積める上、なんと
言っても楽しいです！多様な制度
により、知識習得や各種業務に携
わる機会が多いのも魅力です。

戸田 彩香
関東森林管理局
保全課 森林利用係
一般職（行政）

大庭 由加里
整備課間伐対策室
造林間伐企画班・企画係
総合職（森林・自然環境）

松﨑 広夢
林政部木材産業課木材製品技術室
住宅資材班住宅資材企画係
総合職（森林・自然環境）

岡村 夏々
近畿中国森林管理局
島根森林管理署 一般職（林学）

佐藤 ひより
四国森林管理局
徳島森林管理署 一般職（事務）

小池 亮輝
中部森林管理局
木曽森林管理署駒ヶ岳森林事務所
一般職（林業）


